
(57)【要約】

【課題】大梁間架構の内、外周部の架構を構成する外周

架構を、大梁間架構を支持する躯体上に構築し、外周架

構の下に仮設支柱を構築する一方、外周架構の内周側の

架構を構成する内周架構を地組みしてリフトアップさせ

る方法において、リフトアップ装置が内周架構を支持し

ている間、仮設支柱に曲げモーメントが作用し続けるこ

とによる仮設支柱の大型化の問題と、外周架構に仮設支

柱が貫通するための開口を形成することによる工期遅延

の問題を解決する。

【解決手段】内周架構２を地上において地上から浮かせ

た状態で構築し、内周架構２の外周寄りの下端側に仮設

支持材９を接続し、仮設支柱５の頂部と仮設支持材９の

それぞれに滑車６、１０を接続すると共に、両滑車６、

１０を経由させてワイヤ１３を仮設支柱５の頂部、また

は滑車６と、地上に設置された巻上機１２にそれぞれ接

続し、巻上機１２によりワイヤ１３を巻き上げて内周架

構２を上昇させる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
大 梁 間 架 構 の 外 周 位 置 に 大 梁 間 架 構 を 支 持 す る 躯 体 を 構 築 す る と 共 に 、 躯 体 上 に 、 大 梁 間
架 構 の 内 の 外 周 部 の 架 構 を 構 成 す る 外 周 架 構 を 構 築 し 、 躯 体 の 内 周 側 の 外 周 架 構 の 下 に 、
外 周 架 構 を 支 持 し 得 る 高 さ を 有 す る 仮 設 支 柱 を 設 置 す る 一 方 、 外 周 架 構 の 内 周 部 の 架 構 を
構 成 す る 内 周 架 構 を 地 上 に お い て 地 上 か ら 浮 か せ た 状 態 で 構 築 し 、 そ の 内 周 架 構 の 外 周 寄
り の 下 端 側 に 仮 設 支 持 材 を 接 続 し 、 仮 設 支 柱 の 頂 部 と 仮 設 支 持 材 の そ れ ぞ れ に 滑 車 を 接 続
す る と 共 に 、 こ の 両 滑 車 を 経 由 さ せ て ワ イ ヤ を 仮 設 支 柱 の 頂 部 、 ま た は 仮 設 支 柱 に 接 続 さ
れ た 滑 車 と 地 上 に 設 置 さ れ た 巻 上 機 に そ れ ぞ れ 接 続 し 、 巻 上 機 に よ り ワ イ ヤ を 巻 き 上 げ て
内 周 架 構 を 上 昇 さ せ 、 内 周 架 構 の 上 昇 完 了 後 、 そ の 外 周 部 を 外 周 架 構 に 接 続 し て 大 梁 間 架
構 を 構 築 す る 大 梁 間 架 構 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
仮 設 支 持 材 は 内 周 架 構 を 外 周 架 構 と の 接 続 位 置 ま で 上 昇 さ せ た と き に 、 内 周 架 構 の 下 端 を
外 周 架 構 の 下 端 以 上 の 高 さ に 位 置 さ せ る 高 さ を 持 つ 請 求 項 １ 記 載 の 大 梁 間 架 構 の 構 築 方 法
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 大 梁 間 架 構 の 中 心 寄 り の 大 部 分 の 架 構 を 地 組 み し た 後 、 地 組 み し た 架 構 を ワ イ
ヤ を 用 い て 上 昇 さ せ 、 大 梁 間 架 構 を 完 成 さ せ る 大 梁 間 架 構 の 構 築 方 法 に 関 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ド ー ム 屋 根 や 折 板 屋 根 そ の 他 の 屋 根 架 構 を 構 成 す る 大 梁 間 架 構 の 内 、 中 心 寄 り に 位 置 す る
少 な く と も 一 部 の 架 構 を 地 組 み し た 後 、 こ れ を 上 昇 さ せ て 大 梁 間 架 構 を 完 成 さ せ る 方 法 は
ジ ャ ッ キ を 用 い て 地 組 み し た 架 構 を 地 上 か ら 押 し 上 げ る ジ ャ ッ キ ア ッ プ 工 法 （ 特 許 文 献 １
参 照 ） と 、 ワ イ ヤ 等 を 用 い て 架 構 を 空 中 か ら 引 き 上 げ る リ フ ト ア ッ プ 工 法 （ 特 許 文 献 ２ ～
特 許 文 献 ４ 参 照 ） に 大 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 内 、 ジ ャ ッ キ ア ッ プ 工 法 で は 架 構 の 上 昇 に 伴 っ て ジ ャ ッ キ を 継 ぎ 足 す こ と が 必 要 に な
り 、 継 ぎ 足 し 時 の 安 定 性 と 安 全 性 を 確 保 す る 手 段 を 必 要 と す る 上 、 継 ぎ 足 し の 間 、 架 構 の
上 昇 作 業 が 停 滞 す る こ と か ら 、 安 定 し て 効 率 的 に 作 業 を 進 め る 上 で は リ フ ト ア ッ プ 工 法 が
有 利 で あ る と 言 え る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
リ フ ト ア ッ プ 工 法 で は 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う に 大 梁 間 架 構 の 内 、 外 周 部 の 架 構 を 構 成 す る
外 周 架 構 ３ を 、 大 梁 間 架 構 を 支 持 す る 躯 体 ４ 上 に 構 築 し 、 外 周 架 構 ３ の 下 に 仮 設 支 柱 ５ を
構 築 す る 一 方 、 外 周 架 構 ３ の 内 周 側 の 架 構 を 構 成 す る 内 周 架 構 ２ を 地 組 み し た 後 、 仮 設 支
柱 ５ 上 に 設 置 さ れ た ジ ャ ッ キ 等 の リ フ ト ア ッ プ 装 置 １ ５ か ら ワ イ ヤ や ロ ッ ド 等 の 懸 垂 材 １
６ を 懸 垂 さ せ 、 懸 垂 材 １ ６ に 接 続 さ れ た 内 周 架 構 ２ を 引 き 上 げ る こ と に よ り 内 周 架 構 ２ の
上 昇 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － １ ２ ５ ０ １ ４ 号 公 報 （ 図 １ 、 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ６ － １ ８ ０ ０ ２ ９ 号 公 報 （ 図 １ 、 図 ３ ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ７ － ２ ８ ６ ３ ６ ３ 号 公 報 （ 図 １ ２ 、 図 １ ３ ）
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 平 ７ － １ ８ ７ ４ ３ 号 公 報 （ 図 ２ ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 ２ 、 特 許 文 献 ３ 、 図 ５ で は 上 昇 す る 架 構 全 体 や 内 周 架 構 と 、 躯 体
や 外 周 架 構 と の 衝 突 を 回 避 す る た め に 、 リ フ ト ア ッ プ 装 置 が 設 置 さ れ る ア ー ム を 仮 設 支 柱
か ら 水 平 に 張 り 出 し て 設 置 せ ざ る を 得 な い こ と か ら 、 リ フ ト ア ッ プ 装 置 が 架 構 全 体 や 内 周
架 構 を 支 持 し て い る 間 、 ア ー ム と 仮 設 支 柱 に は 曲 げ モ ー メ ン ト が 作 用 し 続 け る た め 、 ア ー
ム と 仮 設 支 柱 に こ の 曲 げ モ ー メ ン ト に 耐 え 得 る 強 度 と 剛 性 を 持 た せ な け れ ば な ら ず 、 仮 設
支 柱 が 大 型 化 し 、 そ の 構 築 に 要 す る コ ス ト が 上 昇 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た リ フ ト ア ッ プ 装 置 は 躯 体 や 外 周 架 構 の 上 に 位 置 し な け れ ば な ら な い た め 、 図 ５ に 示 す
例 や 特 許 文 献 ４ の よ う に 平 面 上 、 架 構 や 外 周 架 構 と 干 渉 す る 位 置 に 仮 設 支 柱 を 設 置 す る 場
合 に は 架 構 や 外 周 架 構 に 仮 設 支 柱 が 貫 通 す る た め の 開 口 を 形 成 し て お く 必 要 が あ り 、 そ の
た め に 架 構 や 内 周 架 構 の 上 昇 終 了 後 に そ の 開 口 を 塞 ぐ 工 事 が 必 要 に な り 、 そ の 分 、 工 期 の
遅 延 を 招 く 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 は 上 記 の リ フ ト ア ッ プ 工 法 の 問 題 点 を 解 決 す る 大 梁 間 架 構 の 構 築 方 法 を 提 案 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 で は 大 梁 間 架 構 を 躯 体 上 に 構 築 さ れ る 外 周 架 構 と 、 地 組 み さ れ る 内 周 架 構 と に 分 割
し 、 外 周 架 構 の 下 に 仮 設 支 柱 を 設 置 す る 方 法 に お い て 、 仮 設 支 柱 と 内 周 架 構 に 滑 車 を 接 続
し 、 滑 車 と ワ イ ヤ を 利 用 し て 内 周 架 構 を リ フ ト ア ッ プ さ せ る こ と に よ り 、 仮 設 支 柱 に 作 用
す る 曲 げ モ ー メ ン ト を 大 幅 に 低 減 す る と 共 に 、 仮 設 支 柱 が 外 周 架 構 を 貫 通 す る こ と に よ る
内 周 架 構 上 昇 後 の 工 事 を 不 要 に し 、 工 期 の 短 縮 を 図 る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
大 梁 間 架 構 の 外 周 位 置 に お い て は 大 梁 間 架 構 を 支 持 す る 躯 体 が 構 築 さ れ る と 共 に 、 躯 体 上
に 、 大 梁 間 架 構 の 内 の 外 周 部 の 架 構 を 構 成 す る 外 周 架 構 が 構 築 さ れ 、 躯 体 の 内 周 側 の 外 周
架 構 の 下 に 、 外 周 架 構 を 支 持 し 得 る 高 さ を 有 す る 仮 設 支 柱 が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
一 方 、 外 周 架 構 の 内 周 側 の 地 上 に お い て は 外 周 架 構 の 内 周 部 の 架 構 を 構 成 す る 内 周 架 構 が
、 仮 設 支 持 材 の 接 続 の た め に 地 上 か ら 浮 い た 状 態 で 構 築 さ れ 、 そ の 内 周 架 構 の 外 周 寄 り の
下 端 側 に 、 内 周 架 構 を 上 昇 時 に 支 持 す る た め の 仮 設 支 持 材 が 接 続 さ れ る 。 併 せ て 仮 設 支 柱
の 頂 部 と 仮 設 支 持 材 の そ れ ぞ れ に 滑 車 が 接 続 さ れ る と 共 に 、 こ の 両 滑 車 を 経 由 し て ワ イ ヤ
が 仮 設 支 柱 の 頂 部 、 ま た は 仮 設 支 柱 に 接 続 さ れ た 滑 車 と 地 上 に 設 置 さ れ た 巻 上 機 に そ れ ぞ
れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
内 周 架 構 の 上 昇 は 巻 上 機 に よ り ワ イ ヤ を 巻 き 上 げ る こ と に よ り 行 わ れ 、 内 周 架 構 の 上 昇 完
了 後 、 そ の 外 周 部 を 外 周 架 構 に 接 続 す る こ と に よ り 大 梁 間 架 構 が 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
内 周 架 構 の 上 昇 の 際 に は 、 仮 設 支 持 材 が 内 周 架 構 の 下 端 側 に 接 続 さ れ て い る こ と で 、 仮 設
支 持 材 を 仮 設 支 柱 の 頂 部 付 近 ま で 上 昇 さ せ る こ と に よ り 、 内 周 架 構 を 仮 設 支 柱 の 頂 部 よ り
上 の 、 仮 設 支 柱 の 上 に 位 置 す る 外 周 架 構 の レ ベ ル に ま で 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
特 に 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 仮 設 支 持 材 が 、 内 周 架 構 を 外 周 架 構 と の 接 続 位 置 ま で 上 昇 さ
せ た と き に 、 内 周 架 構 の 下 端 を 外 周 架 構 の 下 端 以 上 の 高 さ に 位 置 さ せ る 高 さ を 持 つ こ と に
よ り 、 巻 上 機 に よ る ワ イ ヤ の 巻 き 上 げ の み に よ っ て 内 周 架 構 の 上 昇 と 、 内 周 架 構 と 外 周 架
構 と の 接 続 ま で の 作 業 を 遂 行 す る こ と が で き る た め 、 巻 上 機 の 他 に 内 周 架 構 を 一 時 的 に 支
持 す る た め の 補 助 的 な 仮 設 材 を 設 置 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
内 周 架 構 を 仮 設 支 柱 の 上 に 位 置 す る 外 周 架 構 の レ ベ ル に ま で 上 昇 さ せ る こ と が で き る こ と
で 、 仮 設 支 柱 の 頂 部 を 外 周 架 構 の 上 に 位 置 さ せ る 必 要 が な く 、 す な わ ち 外 周 架 構 を 貫 通 さ
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せ て 仮 設 支 柱 を 設 置 す る 必 要 が な く な り 、 外 周 架 構 へ の 開 口 の 形 成 と 、 形 成 に 伴 う 開 口 の
閉 塞 工 事 が 不 要 に な る た め 、 工 期 の 短 縮 を 図 る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 内 周 架 構 の 上 昇 中 は 、 図 ３ ， 図 ４ に 示 す よ う に 仮 設 支 柱 ５ に 接 続 さ れ た 滑 車 ６ を 回 り
込 む ワ イ ヤ １ ３ の 内 周 架 構 側 の 張 力 と 巻 上 機 側 の 張 力 と が 釣 り 合 い 、 滑 車 ６ に は 鉛 直 下 向
き の 力 と 僅 か な 水 平 力 の み が 作 用 す る た め 、 仮 設 支 柱 ５ に 実 質 的 に 曲 げ モ ー メ ン ト が 作 用
し な い 状 態 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 仮 設 支 柱 ５ の 頂 部 に １ 個 の 滑 車 ６ を 接 続 し 、 内 周 架 構 の 仮 設 支 持
材 に １ 個 の 滑 車 １ ０ を 接 続 し た 場 合 、 滑 車 １ ０ に 作 用 す る 引 張 力 が Ｆ で あ る と き 、 滑 車 ６
に は そ れ に 巻 か れ た 各 ワ イ ヤ １ ３ の 張 力 Ｆ ／ ２ × ２ が 作 用 す る 。 こ こ で 、 ワ イ ヤ １ ３ と 鉛
直 方 向 と の な す 角 度 を θ と す る と 、 滑 車 ６ が 仮 設 支 柱 ５ に ピ ン で 接 続 さ れ て い れ ば 、 ワ イ
ヤ １ ３ の 滑 車 ６ ， １ ０ 間 に 生 ず る 張 力 と 、 巻 上 機 側 の 部 分 に 生 ず る 張 力 が Ｆ ／ ２ で あ る か
ら 、 仮 設 支 柱 ５ に は 鉛 直 下 向 き に ３ Ｆ ／ ２ ｃ ｏ ｓ θ の 引 張 力 が 、 水 平 に Ｆ ／ ２ ｓ ｉ ｎ θ の
力 が 作 用 し 、 曲 げ モ ー メ ン ト が 作 用 し な く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ４ に 示 す よ う に 仮 設 支 柱 ５ の 頂 部 に ２ 個 の 滑 車 ６ ， ６ を 接 続 し た 場 合 も 本 質 的 に 事 情 は
変 わ ら ず 、 仮 設 支 柱 ５ の 各 滑 車 ６ と の 接 続 位 置 に は 鉛 直 下 向 き の 引 張 力 と 水 平 力 の み が 作
用 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 場 合 、 仮 設 支 柱 ５ の 各 滑 車 ６ と の 接 続 位 置 に 作 用 す る 鉛 直 下 向 き の 引 張 力 は 必 ず し も
等 し く な ら ず 、 ま た 滑 車 ６ の 支 持 位 置 に 作 用 す る 引 張 力 と 水 平 力 は 内 周 架 構 ２ の 上 昇 と 共
に 変 化 す る た め 、 仮 設 支 柱 ５ の 頂 部 に 曲 げ モ ー メ ン ト を 発 生 さ せ 得 る が 、 曲 げ モ ー メ ン ト
は せ い ぜ い Ｆ ／ ２ ｃ ｏ ｓ θ × 滑 車 ６ ， ６ 間 距 離 に 過 ぎ な い た め 、 仮 設 支 柱 ５ の 頂 部 に 過 大
な 曲 げ モ ー メ ン ト を 発 生 さ せ る 程 に は な ら ず 、 仮 設 支 柱 ５ を 補 強 し な け れ ば な ら な い 程 の
影 響 は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 図 ３ ， 図 ４ の い ず れ の 場 合 も 滑 車 １ ０ は 仮 設 支 柱 ５ に 対 し て は 動 滑 車 に な る か ら 、 内
周 架 構 を Ｆ （ 鉛 直 上 向 き に は Ｆ 　 ｃ ｏ ｓ θ ） の 力 で 引 き 上 げ る の に 要 す る 巻 き 上 げ 力 は 半
分 の 力 Ｆ ／ ２ で 済 む こ と に な る 。 こ の た め 、 巻 上 機 に は ジ ャ ッ キ の よ う に 内 周 架 構 を 直 接
揚 重 さ せ る 場 合 程 の 能 力 を 必 要 と せ ず 、 揚 重 機 と し て の 規 模 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
仮 設 支 柱 に 曲 げ モ ー メ ン ト が 作 用 し な い か 、 ほ と ん ど 作 用 し な い こ と で 、 仮 設 支 柱 に 曲 げ
モ ー メ ン ト に 耐 え 得 る 強 度 と 剛 性 を 与 え る 必 要 が な く な り 、 仮 設 支 柱 を 簡 素 化 す る こ と が
で き 、 仮 設 支 柱 の 構 築 に 要 す る コ ス ト を 削 減 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 発 明 は 大 梁 間 架 構 １ の 内 の 内 周 部 の 架 構 を 構 成 す る 内 周 架 構 ２ を 地 上 に お い て 地 上 か
ら 浮 か せ た 状 態 で 構 築 し た 後 、 ワ イ ヤ １ ３ を 巻 き 上 げ る こ と に よ り 内 周 架 構 ２ を 上 昇 さ せ
、 先 行 し て 構 築 さ れ て い る 大 梁 間 架 構 １ の 内 の 外 周 部 の 架 構 を 構 成 す る 外 周 架 構 ３ に 接 続
し て 大 梁 間 架 構 １ を 構 築 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
大 梁 間 架 構 １ は 例 え ば 図 １ ， 図 ２ に 示 す よ う に 上 弦 材 と 下 弦 材 間 に 束 材 や 斜 材 を 架 設 し た
形 の ト ラ ス 枠 材 を 用 い た 立 体 ト ラ ス 、 ま た は 杆 材 と 球 継 手 を 用 い た ス ペ ー ス フ レ ー ム 形 の
立 体 ト ラ ス で 構 成 さ れ 、 ド ー ム 屋 根 そ の 他 の シ ェ ル 屋 根 、 平 板 屋 根 、 折 板 屋 根 等 、 形 態 は
問 わ れ ず 、 平 面 形 状 も 問 わ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
大 梁 間 架 構 １ の 外 周 位 置 に お い て は 図 １ ， 図 ２ に 示 す よ う に 大 梁 間 架 構 １ を 支 持 す る 躯 体
４ が 構 築 さ れ 、 躯 体 ４ 上 に 外 周 架 構 ３ が 構 築 さ れ る 。 こ れ と 並 行 し て 躯 体 ４ の 内 周 側 の 外
周 架 構 ３ の 下 に 、 外 周 架 構 ３ を 支 持 し 得 る 高 さ を 有 す る 仮 設 支 柱 ５ が 設 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
仮 設 支 柱 ５ は 外 周 架 構 ３ を 貫 通 し な い よ う 、 地 上 か ら 外 周 架 構 ３ の 下 端 よ り 下 の 高 さ ま で
に 構 築 さ れ 、 頂 部 に １ 個 、 も し く は 複 数 個 の 滑 車 ６ が 仮 設 支 柱 ５ に 対 し て 回 転 自 在 、 ま た
は 揺 動 自 在 に 接 続 さ れ る 。 図 １ ， 図 ２ で は ２ 個 の 滑 車 ６ ， ６ を 仮 設 支 柱 ５ に 接 続 し た 場 合
を 示 す が 、 滑 車 ６ は １ 個 の 場 合 、 ま た は ３ 個 以 上 の 場 合 も あ る 。 図 面 で は 仮 設 支 柱 ５ の 頂
部 に 、 滑 車 ６ が 仮 設 支 柱 ５ と 衝 突 し な い よ う 、 仮 設 支 柱 ５ の 本 体 か ら 水 平 に 張 り 出 し て 滑
車 ６ を 接 続 す る た め の 頂 部 板 ５ １ を 設 置 し 、 頂 部 板 ５ １ か ら 滑 車 ６ を 揺 動 自 在 に 懸 垂 さ せ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
仮 設 支 柱 ５ の 頂 部 上 、 図 示 す る 場 合 は 頂 部 板 ５ １ 上 に は 躯 体 ４ と 共 に 外 周 架 構 ３ を 内 周 架
構 ２ と の 接 続 完 了 ま で 支 持 す る 支 持 台 ７ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
外 周 架 構 ３ の 内 周 側 の 地 上 に お い て は 架 台 ８ 上 に 内 周 架 構 ２ を 組 み 立 て る こ と に よ り 内 周
架 構 ２ が 地 上 か ら 浮 い た 状 態 で 構 築 さ れ 、 内 周 架 構 ２ の 外 周 寄 り の 下 端 側 に 、 内 周 架 構 ２
の 上 昇 時 に 内 周 架 構 ２ を 支 持 す る 仮 設 支 持 材 ９ が 接 続 さ れ 、 仮 設 支 持 材 ９ の 下 端 部 に １ 個
、 も し く は 複 数 個 の 滑 車 １ ０ が 回 転 自 在 、 ま た は 揺 動 自 在 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
仮 設 支 持 材 ９ は 内 周 架 構 ２ を 外 周 架 構 ３ と の 接 続 位 置 ま で 上 昇 さ せ 、 仮 設 支 柱 ５ に 接 続 さ
れ た 滑 車 ６ と の 距 離 が 最 も 接 近 し た と き に 、 内 周 架 構 ２ の 下 端 を 外 周 架 構 ３ の 下 端 以 上 の
高 さ に 位 置 さ せ る 高 さ （ 長 さ ） を 持 つ 。 具 体 例 に は 図 １ ， 図 ２ に お い て ２ 点 鎖 線 で 示 す よ
う に 内 周 架 構 ２ を 最 も 高 い 位 置 ま で 上 昇 さ せ た と き に 、 滑 車 １ ０ の 接 続 位 置 と 内 周 架 構 ２
の 下 端 と の 距 離 が 滑 車 １ ０ の 接 続 位 置 と 外 周 架 構 ３ の 下 端 と の 鉛 直 距 離 以 上 と な る 高 さ を
有 す る 。 仮 設 支 持 材 ９ は そ れ と 内 周 架 構 ２ の 下 端 間 に 架 設 さ れ る 転 倒 防 止 材 １ １ に よ り 、
滑 車 １ ０ に 内 周 架 構 ２ の 上 昇 と 共 に 変 化 し な が ら 作 用 す る 引 張 力 に 対 し て 安 定 さ せ ら れ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
仮 設 支 柱 ５ の 躯 体 ４ 側 の 地 上 に は 巻 上 機 １ ２ が 設 置 さ れ 、 巻 上 機 １ ２ か ら 仮 設 支 柱 ５ の 滑
車 ６ と 仮 設 支 持 材 ９ の 滑 車 １ ０ を 経 由 し て 仮 設 支 柱 ５ ま で ワ イ ヤ １ ３ が 張 架 さ れ る 。 ワ イ
ヤ １ ３ の 一 端 は 仮 設 支 柱 ５ の 頂 部 板 ５ １ 、 ま た は 滑 車 ６ に 、 他 端 は 巻 上 機 １ ２ に そ れ ぞ れ
接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ワ イ ヤ １ ３ の 両 端 が 仮 設 支 柱 ５ や 滑 車 ６ と 巻 上 機 １ ２ に 接 続 さ れ た 状 態 で 、 巻 上 機 １ ２ に
よ り ワ イ ヤ １ ３ を 巻 き 上 げ る こ と に よ り 内 周 架 構 ２ が 上 昇 す る 。 内 周 架 構 ２ の 上 昇 完 了 後
、 そ の 外 周 部 を 外 周 架 構 ３ の 内 周 部 に 直 接 、 ま た は 間 接 的 に 接 続 す る こ と に よ り 大 梁 間 架
構 １ が 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 １ は 内 周 架 構 ２ を 上 昇 さ せ た と き に 、 内 周 架 構 ２ の 外 周 と 外 周 架 構 ３ の 内 周 と の 間 に 距
離 が 置 か れ る 場 合 の 施 工 例 を 、 図 ２ は 内 周 架 構 ２ の 外 周 と 外 周 架 構 ３ の 内 周 と の 間 に 距 離
が な い 場 合 の 施 工 例 を 示 す 。 図 ２ の 場 合 は 仮 設 支 柱 ５ の 滑 車 ６ と 仮 設 支 持 材 ９ の 滑 車 １ ０
と の 間 の 水 平 距 離 が 図 １ の 場 合 よ り 短 く な る た め 、 仮 設 支 持 材 ９ は ワ イ ヤ １ ３ と の 接 触 が
生 じ な い よ う 、 滑 車 １ ０ 側 か ら 内 周 架 構 ２ 側 へ か け て 内 周 架 構 ２ の 中 心 側 へ 傾 斜 し て 接 続
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
前 者 の 場 合 、 内 周 架 構 ２ の 外 周 と 外 周 架 構 ３ の 内 周 と の 間 に 上 弦 材 と 下 弦 材 及 び 束 材 や 斜
材 、 ま た は 杆 材 と 球 継 手 等 の 架 構 構 成 部 材 を 架 設 す る こ と に よ り 大 梁 間 架 構 １ の 構 築 が 完
了 し 、 後 者 の 場 合 は 内 周 架 構 ２ の 外 周 部 と 外 周 架 構 ３ の 内 周 部 を 直 接 、 ま た は 継 手 プ レ ー
ト 等 を 介 し て 間 接 的 に 接 続 す る こ と に よ り 大 梁 間 架 構 １ の 構 築 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 １ ， 図 ２ で は 内 周 架 構 ２ の 上 昇 時 の 仮 設 支 柱 ５ の 安 定 性 を 確 保 す る と 共 に 、 内 周 架 構 ２
の 上 昇 に 伴 っ て 変 化 す る 、 滑 車 ６ の 支 持 部 分 に お け る 鉛 直 下 向 き の 引 張 力 と 水 平 力 に よ っ
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て 仮 設 支 柱 ５ に 作 用 す る 曲 げ モ ー メ ン ト を 制 御 し 、 効 果 的 に 低 減 す る た め に 、 仮 設 支 柱 ５
の 頂 部 板 ５ １ の 躯 体 ４ 側 と 地 上 と の 間 に バ ッ ク テ ン シ ョ ン ワ イ ヤ １ ４ を 張 架 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
仮 設 支 柱 と 内 周 架 構 に 滑 車 を 接 続 し 、 滑 車 と ワ イ ヤ を 利 用 し て 内 周 架 構 を リ フ ト ア ッ プ さ
せ る こ と で 内 周 架 構 を 上 昇 さ せ 、 大 梁 間 架 構 を 完 成 さ せ る た め 、 内 周 架 構 の 上 昇 中 に 仮 設
支 柱 に 接 続 さ れ た 滑 車 を 回 り 込 む ワ イ ヤ の 内 周 架 構 側 の 張 力 と 巻 上 機 側 の 張 力 と が 釣 り 合
い 、 滑 車 に は 鉛 直 下 向 き の 力 と 僅 か な 水 平 力 の み が 作 用 す る に 過 ぎ な く な る た め 、 仮 設 支
柱 に ほ と ん ど 曲 げ モ ー メ ン ト が 作 用 し な い 状 態 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
仮 設 支 柱 に 実 質 的 に 曲 げ モ ー メ ン ト が 作 用 し な い こ と で 、 仮 設 支 柱 に 曲 げ モ ー メ ン ト に 耐
え 得 る 強 度 と 剛 性 を 与 え る 必 要 が な く な る た め 、 仮 設 支 柱 を 簡 素 化 す る こ と が で き 、 仮 設
支 柱 の 構 築 に 要 す る コ ス ト を 削 減 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 内 周 架 構 に 接 続 さ れ る 滑 車 は 仮 設 支 柱 に 対 し て は 動 滑 車 に な る か ら 、 内 周 架 構 を 引 き
上 げ る の に 要 す る 巻 き 上 げ 力 を 引 き 上 げ 力 の 半 分 の 力 で 済 ま せ る こ と が で き る た め 、 巻 上
機 に は 内 周 架 構 を 直 接 揚 重 さ せ る 場 合 程 の 能 力 を 必 要 と せ ず 、 揚 重 機 と し て の 規 模 を 軽 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
内 周 架 構 の 上 昇 の 際 に は 、 仮 設 支 持 材 が 内 周 架 構 の 下 端 側 に 接 続 さ れ て い る こ と で 、 仮 設
支 持 材 を 仮 設 支 柱 の 頂 部 付 近 ま で 上 昇 さ せ る こ と に よ り 、 内 周 架 構 を 仮 設 支 柱 の 頂 部 よ り
上 の 、 仮 設 支 柱 の 上 に 位 置 す る 外 周 架 構 の レ ベ ル に ま で 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
特 に 請 求 項 ２ で は 仮 設 支 持 材 が 、 内 周 架 構 を 外 周 架 構 と の 接 続 位 置 ま で 上 昇 さ せ た と き に
、 内 周 架 構 の 下 端 を 外 周 架 構 の 下 端 以 上 の 高 さ に 位 置 さ せ る 高 さ を 持 つ こ と で 、 巻 上 機 に
よ る ワ イ ヤ の 巻 き 上 げ の み に よ っ て 内 周 架 構 の 上 昇 と 、 内 周 架 構 と 外 周 架 構 と の 接 続 ま で
の 作 業 を 遂 行 す る こ と が で き る た め 、 巻 上 機 の 他 に 内 周 架 構 を 支 持 す る た め の 補 助 的 な 仮
設 材 を 設 置 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
内 周 架 構 を 仮 設 支 柱 の 上 に 位 置 す る 外 周 架 構 の レ ベ ル に ま で 上 昇 さ せ る こ と が で き る こ と
で 、 外 周 架 構 を 貫 通 さ せ て 仮 設 支 柱 を 設 置 す る 必 要 が な く な り 、 外 周 架 構 へ の 開 口 の 形 成
と 、 形 成 に 伴 う 開 口 の 閉 塞 工 事 が 不 要 に な る た め 、 工 期 の 短 縮 を 図 る こ と が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 内 周 架 構 と 外 周 架 構 と の 間 に 距 離 を 保 っ て 内 周 架 構 を 上 昇 さ せ る 場 合 の 施 工 例 を
示 し た 立 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 周 架 構 と 外 周 架 構 を 接 近 さ せ て 内 周 架 構 を 上 昇 さ せ る 場 合 の 施 工 例 を 示 し た 立
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 仮 設 支 柱 に １ 個 の 滑 車 を 接 続 し た 場 合 の 仮 設 支 柱 に 作 用 す る 力 の 様 子 を 示 し た 立
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 仮 設 支 柱 に ２ 個 の 滑 車 を 接 続 し た 場 合 の 仮 設 支 柱 に 作 用 す る 力 の 様 子 を 示 し た 立
面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 内 周 架 構 の 上 昇 の 要 領 を 示 し た 立 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … … 大 梁 間 架 構 、 ２ … … 内 周 架 構 、 ３ … … 外 周 架 構 、 ４ … … 躯 体 、 ５ … … 仮 設 支 柱 、 ５
１ … … 頂 部 板 、 ６ … … 滑 車 、 ７ … … 支 持 台 、 ８ … … 架 台 、 ９ … … 仮 設 支 持 材 、 １ ０ … … 滑
車 、 １ １ … … 転 倒 防 止 材 、 １ ２ … … 巻 上 機 、 １ ３ … … ワ イ ヤ 、 １ ４ … … バ ッ ク テ ン シ ョ ン
ワ イ ヤ 、 １ ５ … … リ フ ト ア ッ プ 装 置 、 １ ６ … … 懸 垂 材 。
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